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1.はじめに 

オンボード光部品間接続への適用を目指し CO2レーザ照射による光ファイバ融着接続技術につ

いて検討を進めている。ファイバ集積度が高く許容余長が短いオンボード下での融着には融着接

続の高い再現性が望まれる。これまで光接続部への不純物混入がもたらす光ファイバ構造への影

響を非破壊測定方法として放射光μCT(SP-CT: SPring-8 micro-Computed Tomography)技術に着目

し検討を進めてきた。特に本稿では高硬度材であるルビー製Ｖ溝基板を用いてディフォーカス光

学系でレーザ融着を行い、プロセス異常を示したサンプルの SP-CT観測を行った結果を述べる。 

２．レーザ融着ファイバ含有不純物観測結果 

図１にルビーＶ溝基板を用い、プロセス異常を 

示したサンプルについて、SP-CT 観測を試み、 

図中 CT像中に示す円領域について線吸収係数 

（LAC:Linear Absorption Coefficients)の出現 

頻度ヒストグラムを示した。測定Ｘ線エネルギ 

ーは 14 keVであり、図示のように微細孔が 

観測された。微細孔付近（図(a)）には通常のファイバクラッド領域（図(b)）と比べて高い LAC 

分布を示すことが明らかとなった。本該当領域についてレーザ波長 532nm励起にて顕微ラマン 

分光分析を行うことによって、406cm
-1のラマンバンドが観測された。その結果、ルビー基板不 

純物起源と考えられるMgAl2O4と推定された。一方、測定 X 線エネルギーにおける同材料につ 

いて LACを求めたところ、19 cm
-1との結果が得られ、図１測定結果とのほぼ一致がみられた。 
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